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　水堀保育園で行われたうどん作り。うどん生地を足で踏み、のば
したあと細く切り、おいしくなーれと思いを込めて作っていました。
　うどんはこの日の給食に力うどんとして出され、みんなでおいし
く頂きました。

江差町議会だより
■発行・北海道江差町議会
■編集・議会広報特別委員会
〒 043-8560
北海道檜山郡江差町字中歌町 193 番地の 1
 ☎［0139］52-6713（直通）

江差町議会だより

　平成27年12月定例会が12月15日に行われ、平成

26年度各会計の決算認定、条例の制定や補正など提

案された案件を審議し、原案どおり可決しました。

　また、６人の議員がさまざまな観点から町政に問

いかけました。

うどんをこねこね！

６名の議員が一般質問
生活交通バス路線補助等の補正が可決



議会だより ２

《
補
正
予
算
》

〔
一
般
会
計
〕

◇
減
額
補
正
（
小
規
模
治
山
事
業
等
）

 

計
▲
３
，
５
０
８
万
６
千
円

（
国
庫
支
出
金
他
）

◇
町
債
任
意
繰
上
償
還２

，
５
２
０
万
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

翌
年
度
以
降
の
公
債
費
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
長
期
借
入
金
を
繰
上
償
還
。

◇
生
活
交
通
バ
ス
路
線
維
持
費
等
補
助

１
，
４
１
８
万
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

住
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
路
線
バ

ス
の
維
持
の
た
め
運
行
事
業
者
に
対
し

て
行
う
補
助
金
。

◇
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
対
策

７
２
５
万
５
千
円

（
そ
の
他
特
定
財
源
他
）

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
対
策
に
要
す

る
経
費
の
補
正
。

◇
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
負
担
金

　
　

     　
　

６
５
０
万
９
千
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
負

担
金
の
増
。

◇
檜
山
管
内
７
町
と
東
京
都
特
別
区
と

の
連
携
事
業
（
移
住
定
住
等
受
入
環
境

整
備
）　　

 　
　
　

  

２
１
２
万
６
千
円

（
国
庫
支
出
金
他
）

　

特
別
区
と
の
連
携
に
よ
る
知
名
度
向

上
や
販
路
拡
大
、
移
住
定
住
等
の
促
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
。
お

試
し
暮
ら
し
住
宅
の
整
備
等
を
行
う
。

　
◇
公
営
住
宅
維
持
管
理　

 

２
０
０
万
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

空
き
住
宅
の
修
繕
費
用
の
補
正
。

補正予算の状況
会　　計　　名 今回補正額 補正後の予算額

一 般 会 計 ２, ７１８万８千円 ５２億1, ６２７万８千円
特
別
会
計

国民健康保険費 ６５７万４千円 １１億７, ４８８万７千円

介 護 保 険 ７８万円 １０億２, ０５１万８千円

合　　　　　計 ３ , ４５４万２千円 ７４億１, １６８万３千円

　補正予算は、一般会計では、22事業計 3,500
万円余の減額補正の他、生活交通バス路線維
持費等補助、ふるさと応援寄附金対策、町債
の繰上償還等計 16 事業の補正を、国保会計で
は収納率向上対策と医療費適正化対策を、介
護保険会計ではケアプラン作成委託の補正に
ついて審議しました。

12 月定例会のあらまし

◇
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
対
応
す

る
た
め
の
公
営
住
宅
管
理
シ
ス
テ
ム
改

修
等 　
　
　
　
　
　

１
９
４
万
４
千
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

個
人
番
号
を
利
用
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
改
修
費
用
の
補
正
。

◇
水
堀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
非
常

放
送
設
備
改
修   　
　

 

６
９
万
７
千
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

非
常
放
送
時
に
音
声
が
流
れ
な
い
な
ど

の
不
良
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
補
修
。

◇
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
対
応
す

る
た
め
の
人
事
給
与
シ
ス
テ
ム
改
修

  

５
３
万
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

個
人
番
号
を
利
用
す
る
た
め
に
職
員

給
与
の
電
算
シ
ス
テ
ム
を
改
修
。

◇
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
加
圧
給
水
ポ
ン

プ
修
繕　
　
　
　

  　

   

４
５
万
４
千
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

加
圧
給
水
ポ
ン
プ
２
基
の
う
ち
１
基

が
故
障
し
補
修
。

　
◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
係
る
顔
認
証
シ

ス
テ
ム
導
入　
　
　

 　

 

４
０
万
１
千
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
際
に

お
け
る
本
人
確
認
を
正
確
か
つ
確
実
に

す
る
た
め
、
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。

◇
ひ
の
き
荘
排
水
設
備
修
繕３９

万
７
千
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

ト
イ
レ
の
排
水
管
が
詰
ま
り
漏
水
し

た
こ
と
か
ら
補
修
。

◇
新
栄
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
中
継
局
放
送

機
用
電
源
ユ
ニ
ッ
ト
取
替
修
繕

２
１
万
１
千
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

３
台
あ
る
電
源
ユ
ニ
ッ
ト
の
う
ち
１

台
が
故
障
し
交
換
。

補正総額は３,４５４万２千円
生活交通バス路線維持費等補助、借金の繰上償還等の事業費を補正



議会だより３

　江差町議会を見学して、まず議長
の挨拶から始まり、次から江差町の
問題に対する質疑応答が行われて、
１つ１つが細かく審議されていて、
ぼくはあまり審議内容はわからな
かったけど、唯一わかったのは江差町をよくしたいとい
う思いは伝わってきました。あと驚いたのは、職員がお
金を着服していたのは驚きました。テレビでは、着服問
題はみたことはあるけど、地元でこんなことがあるのか
と思いました。今まで知らなかった地方自治体の問題を
知り、とてもよい経験になりました。今回の議会は、職
員の不祥事のことが取り上げられていてイメージしてい
た議会と少し違ったけど、その中でも、公園のことや環
境のこと、江差線の廃線に伴っての線路の撤去をするた
めの JR 北海道との協定の締結などの私たちに身近なこ
とも、審議されていてこれが議会なのかと思いました。
今回の江差町議会の見学で、地方自治体は、どのように
問題を審議しているかなどを知れて、難しい内容では
あったけど、議会のあり方が少しわかったので、将来大
人になり、選挙権が与えられたときは、しっかり考えて
投票したいと思います。

　12 月定例会の本会議を江差北中学校３年生が傍聴し
ました。約１時間、委員会報告、決算認定、一般質問
などのやりとりを見学。傍聴した感想をご紹介します。

 
《
補
正
予
算
（
続
き
）》

◇
公
的
個
人
認
証
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
導
入

　
　
　
　
　
　
　

 

２
０
万
２
千
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
へ
の
対
応
と
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
機
器
が
統
合
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
必
要
と
な
る
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
導
入
。

◇
権
利
擁
護
人
材
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
事
業　
　
　
　
　
　

 

１
１
万
９
千
円

（
全
額
道
支
出
金
）

　

認
知
症
高
齢
者
等
の
権
利
擁
護
の
た

め
の
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
生
活
支

援
員
・
市
民
後
見
人
の
講
演
会
等
を
開

催
。

◇
公
職
選
挙
法
改
正
に
伴
う
選
挙
人
名

簿
調
整
シ
ス
テ
ム
改
修　

 

４
万
９
千
円

（
国
庫
支
出
金
他
）

　

選
挙
権
の
年
齢
が
18
歳
に
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
の
改
修
。

〔
国
民
健
康
保
険
会
計
〕

◇
収
納
率
向
上
対
策
事
業２２

１
万
２
千
円

（
道
支
出
金
他
）

◇
医
療
費
適
正
化
対
策
事
業

４
３
６
万
２
千
円

（
道
支
出
金
他
）

　

各
種
事
業
に
お
け
る
経
費
の
補
正
。

〔
介
護
保
険
会
計
〕

◇
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
委
託 　

７
８
万
円

（
全
額
そ
の
他
特
定
財
源
）

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
経
費
の
補
正
。

《
条
例
制
定
・
一
部
改
正
》

◇
個
人
番
号
利
用
条
例
の
制
定

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
条
例
制
定
す

る
も
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
独
自
利

用
や
庁
内
で
の
利
用
、
連
携
に
つ
い
て

規
定
。

◇
税
条
例
の
一
部
改
正

◇
税
条
例
の
一
部
改
正
条
例
の
一
部
改

正
　

省
令
の
改
正
を
踏
ま
え
、
法
人
番
号

等
に
関
す
る
見
直
し
、
総
務
省
か
ら
の

正
誤
表
を
踏
ま
え
た
訂
正
に
よ
る
も
の
。

《
そ
の
他
》

◇
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更

　

江
差
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

工
事
に
つ
い
て
、
契
約
金
額
が

９
，
１
５
８
万
４
千
円
か
ら
、
９
，

３
２
９
万
４
百
円
に
変
更
さ
れ
た
。

《
人
事
》

　

任
期
満
了
に
よ
る
人
事
案
件
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
選
任
及
び
推
薦
し
ま

し
た
。

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
（
再
任
）

　
　

若
濱　

博　

氏
（
陣
屋
町
・
67
歳
）

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
（
再

任
）

　
　

松
村　

俊
昭　

氏
（
本
町
・
74
歳
）

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
（
新

任
）

　
　

植
木　

や
す
子　

氏
（
愛
宕
町
・
63
歳
）

12 月定例会のあらまし

江差北中学校３年生が
  本会議を傍聴しました！

江差北中学校３年　菅野春奈

　今回の議会見学を通して私たちが住
んでいる江差町についての取組や問題
など、そして役場の役割など多くのこ
とを知ることができました。役場につ
いてでは、多数の課に分かれていて、
それぞれどんなことに力を入れているのかなどより詳し
くわかりました。学校などの公共施設の建物に異常が
あった場合なども役場に連絡することで対応してくれる
ので、私たちの生活に最も必要な場所だと言うことをよ
り知ることができました。議会では、私たちが過去に学
校行事で行ったことのある公園で「熊が出没した」や「遊
具が使えない」ということを耳にしていて気になってい
たけれど、議員の方からの提案があり対策を考えている
ことに安心しました。最近の公園は遊具が減ってきてい
ると思うので、提案にあったとおり、増やした方が小さ
な子もより楽しむことができるのではないかと思いまし
た。また、議会と中学校で行う生徒総会での進め方で似
ている部分がいくつかあるということも実際に見て知る
ことができました。本当に今回は貴重な体験ができ、今
の江差町についてたくさんのことを得られました。私た
ちの生活、町を支えてくださっている皆さんへの感謝を
忘れずに生活していきたいです。

江差北中学校３年　國仙雄斗



議会だより ４

会　　計　　名 歳　入  歳　　出
一 般 会 計 ６３億５４８万円 ５９億１，０６０万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 費 １０億８，１６４万円 １０億３，５１２万円
後 期 高 齢 者 医 療 １億１，２１４万円 １億１，２０４万円
介 護 保 険 １０億３，５７１万円 １０億５７２万円
公 共 下 水 道 事 業 ２億３，８４３万円 ２億３，８４３万円
公設地方卸売市場事業 ７９万円 ７２万円
港 湾 整 備 事 業 ２２１万円 ２０４万円
奨 学 金 ５６１万円 ５６０万円

水 道 事 業 会 計 収益合計　４億５，５５２万円 費用合計　３億７，９７０万円
合 計 ９２億３，７５３万円 ８６億８，９９７万円

決
算
審
査
特
別
委
員
会

総額８６億８,９９７万円を認定
まちの家計簿を審議

　決算審査特別委員会（小笠原
淳夫委員長）は、10 月 21 日か
ら 23 日までの３日間、委員会
を開催し、平成 26 年度各会計
の歳入歳出全般に係る執行状況
について、各課から説明を受け、
慎重に審議しました。

（写真は総務課のようす）

　

各
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
次
の
事
項
を

付
記
し
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

◇
各
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

　

新
た
な
施
策
で
は
、
江
差
中
学
校
の
校

舎
・
屋
内
体
育
館
本
体
工
事
が
完
成
し
、

３
学
期
か
ら
新
し
い
学
び
舎
で
学
校
生
活

が
始
ま
っ
た
が
、
更
な
る
、
学
校
教
育
の

内
容
充
実
に
尽
く
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
で
は
、
第
３
子
以

降
の
保
育
料
の
無
料
化
、
子
ど
も
医
療
費

無
料
化
を
18
歳
ま
で
年
齢
の
引
き
上
げ
等

が
制
度
化
さ
れ
た
が
、
引
き
続
き
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

　

地
域
医
療
対
策
で
は
、
２
月
か
ら
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
が
運
行
さ
れ
、
救
命
率
が
向
上

す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
医
師
及
び
看

護
師
確
保
対
策
と
し
て
、
奨
学
金
制
度
が

開
始
さ
れ
た
が
、
制
度
が
広
く
行
き
渡
る

よ
う
普
及
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

産
業
振
興
で
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化

対
策
と
し
て
、
旧
江
光
ビ
ル
の
解
体
工
事

に
着
手
し
た
が
、
跡
地
の
再
開
発
に
よ
り

中
心
市
街
地
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
目
的

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
跡
地
計
画
に
つ
い
て

十
分
な
精
査
を
望
む
。
一
次
産
業
で
は
、

農
業
・
漁
業
の
経
営
安
定
基
盤
事
業
が
新

た
に
制
度
化
さ
れ
た
が
、
常
に
農
漁
業
者

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
一
層
の
内
容
充
実

を
図
ら
れ
た
い
。
観
光
面
に
お
い
て
は
、

観
光
入
込
客
数
が
減
少
し
て
い
る
が
、
北

海
道
新
幹
線
の
開
業
に
よ
り
、
道
南
に
観

光
客
が
間
違
い
な
く
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、

新
幹
線
開
業
を
見
据
え
た
観
光
対
策
等
、

民
間
と
の
連
携
強
化
を
含
め
た
よ
り
効
果

的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

◇
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
は
14
・

9
％
と
財
政
の
健
全
化
は
確
実
に
進
ん
で

い
る
。
今
後
も
、
町
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
改
築
等
、
大
型
事
業
が
予
定
さ
れ
、
各

財
務
諸
表
の
指
数
が
悪
化
す
る
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
創
意
と

工
夫
を
も
っ
て
財
政
の
健
全
化
の
堅
持
を

お
願
い
す
る
。

◇
現
地
調
査
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
、
交
通
の
か
な
め
と
し
て
江

差
の
発
展
に
礎
を
築
い
て
き
た
「
Ｊ
Ｒ
江

差
線
」
が
、
77
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た

こ
と
は
断
腸
の
思
い
で
あ
る
が
、
住
民
の

生
活
を
守
り
経
済
の
停
滞
を
招
か
ぬ
よ
う

廃
線
跡
地
を
有
効
活
用
し
、
町
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
速
や
か
に

進
め
る
こ
と
を
望
む
。

　

終
わ
り
に
、
職
員
の
皆
様
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
先
頭
に
立
ち
、
現
場
で
の
苦
労
や

悩
み
が
大
変
多
い
こ
と
と
思
う
。
住
民
か

ら
の
苦
情
、
た
て
続
け
に
発
生
し
た
不
適

切
事
務
な
ど
「
対
岸
の
火
事
」
と
考
え
ず
、

組
織
全
体
の
責
任
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

職
員
一
人
一
人
が
自
覚
し
、
反
省
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
再
発
防
止
に
組
織
を
あ

げ
て
全
力
で
取
り
組
み
、
町
民
の
信
頼
回

復
を
お
願
い
す
る
。

　

一
方
、
江
差
町
が
お
か
れ
て
い
る
厳
し

い
現
状
を
踏
ま
え
、
町
の
課
題
に
果
敢
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い

る
。「
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
数
だ
け
失
敗
も
増
え

る
。
し
か
し
、失
敗
を
恐
れ
て
は
い
け
な
い
。

挑
戦
の
数
だ
け
目
標
に
近
づ
く
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
安
易
に
失
敗

は
許
さ
れ
な
い
が
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
創
造
の
た
め
に
は
、
職
員
の
知
識
や
ス

キ
ル
、
何
よ
り
モ
ラ
ル
が
必
要
で
あ
る
。

仕
事
の
経
験
、
研
修
を
通
し
て
自
己
研
さ

ん
に
努
め
て
頂
く
こ
と
を
お
願
い
す
る
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告
※
第
４
回
定
例
会
で
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

委 員 会 質 疑
◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

Q　

何
件
応
募
が
あ
り
、
ど

の
よ
う
に
助
成
決
定
す
る
の

か
。

A　

こ
れ
ま
で
の
数
年
は
補

助
順
番
が
決
ま
っ
て
い
た
。

次
年
度
分
は
各
町
内
会
、
保

存
会
等
に
案
内
し
て
い
る
。

◆
町
営
住
宅

Q　

町
営
住
宅
の
う
ち
何
割

く
ら
い
駐
車
場
を
確
保
し
、

駐
車
場
が
無
い
こ
と
で
入
ら

な
い
ケ
ー
ス
は
無
か
っ
た
か
。

A　

割
合
で
は
な
い
が
、
駐

車
場
を
整
備
し
て
い
る
の
は
、

陣
屋
団
地
、
新
豊
川
団
地
、

南
が
丘
第
４
団
地
、
円
山
第

４
団
地
。
駐
車
場
を
理
由
に

申
込
を
断
っ
た
件
は
無
か
っ

た
。

◆
ま
ち
づ
く
り

Q　

か
も
め
島
、
開
陽
丸
、

国
道
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
、
周

辺
を
含
め
た
ま
ち
づ
く
り
は
。

A　

全
体
を
見
な
が
ら
ゾ
ー

ニ
ン
グ
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
海
の
駅
開

陽
丸
は
機
能
を
ア
ッ
プ
さ
せ

魅
力
あ
る
場
所
に
し
て
い
き

た
い
。

◆
介
護
予
防

Q　

介
護
予
防
事
業
等
で
車

が
無
く
来
ら
れ
な
い
人
や
、

多
少
離
れ
た
人
で
も
参
加
で

き
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く

べ
き
で
は
。

A　

歩
い
て
来
て
頂
く
こ
と

も
介
護
予
防
と
認
識
し
て
い

る
。
細
か
い
地
域
で
サ
ロ
ン

活
動
が
出
来
な
い
か
展
開
を

考
え
て
い
る
。

◆
産
業
振
興

Q　

活
魚
パ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

導
入
に
つ
い
て
活
用
の
実
態

は
。

A　

イ
カ
を
生
か
し
な
が
ら

販
売
し
て
い
く
こ
と
を
目
論

ん
で
取
り
組
み
を
し
た
が
、

難
し
い
状
況
。
魚
種
に
よ
っ

て
は
長
く
生
き
る
も
の
も
あ

る
。
も
う
少
し
時
間
を
頂
き
、

町
も
何
ら
か
の
支
援
を
し
な

が
ら
研
究
を
進
め
て
い
き
た

い
。

Q　

新
規
就
農
者
は
増
え
て

い
る
か
。

A　

４
人
新
規
就
農
者
と
し

て
地
域
に
付
い
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
少
し
ず
つ
で
も
新
規
就
農

に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
。

◆
観
光

Q　

観
光
ガ
イ
ド
の
育
成
事

業
に
参
加
し
た
中
で
、
実
際

希
望
し
て
い
る
人
は
い
る
か
。

A　

15
人
参
加
し
、
興
味
を

持
っ
て
い
る
人
は
何
人
か
い

る
が
、
実
際
に
ガ
イ
ド
を
引

き
受
け
て
い
い
と
い
う
人
は

１
人
。

Q　

施
設
単
独
の
充
実
し
た

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
必
要

で
は
。

A　

昔
は
各
施
設
に
あ
っ
た

が
今
は
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
お
り
、
予
算
要
求
を
考

え
た
い
。

活魚パックシステムでイカをパックするようす

昨
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
を
受
け
た
豊
榮
山

観光ガイド育成事業で小樽を訪問

現
在
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
及
び
開
陽
丸
の
単
独
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

※委員（議員）から出された
　質疑を抜粋して掲載しています。
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

委 員 会 質 疑
◆
バ
ス

Q　
福
祉
バ
ス
と
生
涯
学
習
バ

ス
の
区
分
は
。
一
元
管
理
す
べ

き
で
は
。
利
用
に
つ
い
て
、
民

営
を
圧
迫
し
な
い
範
囲
で
全
体

調
整
す
べ
き
で
は
。

A　
福
祉
バ
ス
は
福
祉
係
の
管

理
で
や
っ
て
い
く
。

　

教
育
委
員
会
で
所
管
す
る
こ

と
が
学
校
と
す
れ
ば
窓
口
と
し

て
や
り
や
す
い
と
思
っ
て
い

る
。
許
可
に
つ
い
て
は
、
許
可

基
準
に
従
い
判
断
し
て
い
る
。

◆
文
化
財

Q　
郡
役
所
や
追
分
会
館
等
の

入
館
者
に
つ
い
て
、
10
年
間
を

比
較
す
る
と
一
人
当
た
り
の
単

価
が
低
く
な
っ
て
い
る
が
。

A　
共
通
観
覧
券
を
発
行
し
て

い
る
こ
と
で
、
買
っ
た
施
設
に

金
額
が
入
る
。
例
え
ば
中
村
家

で
購
入
す
る
と
、
郡
役
所
の
人

数
は
増
え
る
が
金
額
は
増
え
な

い
。
ま
た
、
70
歳
以
上
を
平
成

21
年
か
ら
無
料
に
し
て
い
る
。

決算審査特別委員会で
　 現地調査を行いました！
　委員会では、ＪＲ江差線廃線跡地を視察しました。

南
が
丘
と
南
浜
を
結
ぶ
歩
道
橋
。
南
が

丘
小
学
校
の
通
学
路
で
利
用
さ
れ
て
い

る
が
、
老
朽
化
が
激
し
い
。
撤
去
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

江
差
駅
跡
地
か
ら
南
が
丘
へ
抜
け
る
道

ま
で
歩
い
て
付
近
を
調
査
。
勾
配
や
周

囲
の
環
境
を
確
認
。

江
差
駅
跡
地
。
駅
舎
は
解
体
さ
れ
、
公
営

住
宅
が
整
備
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

柏
跨
線
橋
の
状
況
を
確
認
。
撤
去
等
が

予
定
さ
れ
て
い
る
が
具
体
的
な
時
期
や

方
法
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

福祉バス

旧中村家（上）と旧檜山爾志郡役所（左）

※つづき
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

◆総括的事項（抜粋）
〈地域の現状〉
　将来に向けて町を発展させていくためには、新たなる投資も必要であり、
迅速かつ効果的な施策を推進する必要がある。一方で今後も引き続き行財
政改革に取り組む必要がある。

〈不適切会計事務防止対策〉
　不適切な執行が散見された。適切な事務執行に向けて、職員一人ひとり
の法令順守意識の徹底や会計事務に関する知識の向上に努められたい。時
間の経過とともに風化させることなく、不断の取り組みに努められたい。
◆予算執行等について（抜粋）

〈未収金対策〉
　町民の公平負担の原則を再認識し、徹底した収納体制と滞納管理になお
一層の努力を傾注されたい。
◆むすび
　限られた財源のなかで、新しい江差の創造に向け、役場と町民が互いに
連携する必要がある。新しい公共サービスの調査・検討・政策評価などを
通して、時代の経過とともに変わる町民ニーズへ、機敏に対応する事務事
業の遂行を期待するものである。その推進役として職員各位の意欲と発想、
行動力に大きく期待されるところではあるが、職員数も年々減少している
ことから、サービスの現場、実務では大変苦労が多いことも想像できる。
互いに協力しながら、業務に精励・研さんされることを望むものである。

　監査委員（近藤代表監査委員・若
山監査委員）は、町の財務に関する
事務の執行や経営に係る事業の管理
などが、法令等に従って適正に行わ
れているかどうか、効率的効果的か
どうかという観点から、議会とは別
組織として各種監査や審査等を行う
機関です。
　議会に対し、平成 26 年度各会計
決算は適正としながらも、何点か意
見が付されました。

◆
防
災
地
域
計
画
の
見
直
し
に
つ

い
て

（
町
長
）
年
度
内
に
防
災
会
議
を
開
催
し
、

　

一
部
見
直
し
を
先
行
し
て
取
組
ん
で

　

い
き
た
い
。
ま
た
、「
津
波
浸
水
想
定

　

の
公
表
」
の
時
期
及
び
そ
れ
ら
の
作

　

業
内
容
等
々
を
勘
案
し
な
が
ら
作
業

　

を
進
め
、
今
後
も
引
き
続
き
見
直
し

　

作
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆
職
員
の
人
事
管
理
・
職
員
配
置

に
つ
い
て

（
町
長
）
健
康
管
理
の
面
か
ら
も
総
務
課

　

に
お
い
て
退
勤
時
間
の
把
握
に
努
め

　

て
い
る
。
恒
常
的
に
時
間
外
勤
務
を

　

し
て
い
る
部
署
は
承
知
し
て
い
る
が
、

　

機
構
改
革
の
実
施
に
よ
り
、
こ
れ
ら

　

の
検
証
作
業
を
行
い
適
正
配
置
に
努

　

め
た
い
。

◆
消
耗
品
等
の
物
品
購
入
等
に
お

い
て
地
元
業
者
か
ら
優
先
調
達
の

考
え
は 町

長
・
教
育
長
総
括
審
議

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
議
は
、
各
課
の
担
当
者
へ
の
質
疑

の
ほ
か
に
、
町
の
基
本
的
な
考
え
方
の
確
認
や
大
き
な
課
題
に
関

し
て
、
町
長
へ
質
疑
を
行
い
ま
し
た
（
今
回
は
教
育
長
に
対
す
る

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
）。

（
町
長
）
地
元
か
ら
調
達
す
る
よ
う
指
導

　

し
て
い
る
が
、
改
め
て
地
元
業
者
か

　

ら
の
優
先
調
達
を
周
知
し
た
い
。
大

　

型
店
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
町
外
に
本
社
・

　

本
店
が
あ
る
店
舗
に
つ
い
て
は
、
町

　

に
納
税
も
さ
れ
て
お
り
、
雇
用
の
場

　

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
元
業
者
と

　

同
等
と
思
っ
て
い
る
。

◆
開
陽
丸
の
改
修
整
備
に
つ
い
て

（
町
長
）
財
団
側
と
も
修
繕
箇
所
の
優
先

　

順
位
や
財
源
の
確
保
対
策
等
に
つ
い

　

て
協
議
を
進
め
、
適
切
な
施
設
の
維

　

持
管
理
に
努
め
た
い
。
施
設
の
魅
力

　

づ
く
り
は
、
周
辺
の
賑
わ
い
の
創
出

　

に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
や
集
客
対

　

策
等
を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

◆
税
・
使
用
料
等
自
主
財
源
の
未

納
対
策
に
つ
い
て

（
町
長
）
徴
収
率
が
低
水
準
で
あ
る
こ
と

　

は
非
常
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

　

徴
収
事
務
に
つ
い
て
、今
一
度
、点
検・

　

見
直
し
を
し
、
法
令
に
則
っ
た
適
切

　

な
事
務
を
遅
滞
な
く
進
め
る
よ
う
指

　

導
を
徹
底
し
、
徴
収
率
の
向
上
に
努

　

め
た
い
。

◆
不
用
額
に
つ
い
て

（
町
長
）
減
額
補
正
は
検
討
し
た
い
。
不

　

用
額
の
他
の
事
業
へ
使
用
す
る
こ
と

　

は
、
緊
急
的
な
場
合
や
少
額
で
の
流

　

用
の
場
合
を
除
き
原
則
慎
む
べ
き
で
、

　

本
来
的
に
は
補
正
す
べ
き
と
考
え
て

　

い
る
。

◆
か
も
め
島
上
の
建
物
対
策
に
つ

い
て

（
町
長
）
島
上
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
か

　

も
め
島
上
と
い
う
特
殊
事
情
を
鑑

　

み
、
先
行
し
て
対
応
す
る
べ
く
協

　

議
し
た
い
。

平成 26 年度決算に対する監査委員からの審査意見
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意 見 書 を 提 出
　12月定例会では14件の意見書を提出、5件を可決し、関係
行政機関へ提出しました。
◆給付型奨学金制度の導入・拡充と教育費負担の軽減を求
　める意見書
◆地方大学の機能強化を求める意見書
◆ブラッドパッチ療法の保険適用および脳脊髄液減少症の
　治療推進を求める意見書
◆夜間中学の整備と拡充を求める意見書
◆ＴＰＰ交渉大筋合意に対する意見書

議員にとって「一般質問」は、
議場という公の場で、町長や教
育長に対して町政運営の考え方
や将来に対する方針を質すこと
ができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆

　議会だよりのスペースの都合上、質

問・答弁は要約したものを載せています。

◆表示の説明◆

　文中の再、再再はそれぞれ再質問、

再再質問を表します。

一
般
質
問

六
議
員
が
町
政
を
問
う

１ 職員の不祥事について（抜粋）
　　地域農業再生協議会の会計から、事務局を担う産業
　振興課職員（31歳）が、事務経費（約61万円）を着服。
　町民の皆様並びに議員の皆様、地域農業再生協議会の
　構成団体の皆様に対し、心からお詫びを申し上げる。
　再発防止計画書が職場全体に浸透しなかったと言わざ
　るを得ず責任を痛感している。今後は再発防止検討委
　員会で協議し見直しを図りながら再構築を図っていく。

２ 旧ＪＲ江差線（木古内・江差間）廃止に伴う鉄道設
　備の撤去工事に関する協定の締結について（抜粋）
　　町とＪＲ北海道との間で「旧ＪＲ江差線（木古内江
　差間）廃止に伴う橋梁など鉄道設備の撤去工事に関す
　る協定」について、去る12月10日付で締結した。

３ 江差町ほか２町学校給食組合不正経理事故に関する
　刑事告訴について（抜粋）
　　平成27年12月14日付けで元栄養士を背任罪で函館地
　方検察庁に書類送検した旨報告を受けた。

４ 寄附採納について
　（１）11月13日、（有）いちりき商店代表取締役高橋
　實様より子育て支援として、室内ブランコ７台、一人
　乗り自転車６台ほか各種遊具20万円相当。
　（２）12月10日及び14日、第一生命労働組合函館営業
　職支部執行委員長内藤要一様より児童教育の充実のた
　めにと、絵本セット。

第 4 回定例会行政報告

町長以下職員が不祥事について陳謝
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塚
本　

眞  

議
員
（
無
会
派
）

「
江
差
町
職
員
に
係
る

　

  

不
祥
事
防
止
対
策
に
つ
い
て
」

「
江
差
町
に
お
け
る

　

新
た
な
雇
用
機
会
創
出
に
つ
い
て
」

　

不
祥
事
防
止
対
策
は
、

作
っ
た
だ
け
で
魂
が
入
っ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
係

の
業
務
に
対
し
目
が
行
き
届

か
な
か
っ
た
の
で
は
。

　

職
員
研
修
の
体
制
は
整
っ

て
い
た
の
か
。

　

町
長
が
速
や
か
に
懲
戒
処

分
を
決
定
す
る
必
要
も
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

　

町
民
に
対
し
行
動
指
針
を

示
し
信
頼
回
復
に
努
め
る
べ

き
。

　

四
半
期

ご
と
に
事
務
事
業
の
検
査

を
実
施
し
不
祥
事
が
発
覚
し

た
。
振
込
に
せ
ず
現
金
で
取

り
扱
っ
て
き
た
事
、
業
務
が

集
中
す
る
時
期
で
あ
っ
た

事
、
担
当
職
員
が
通
帳
と
団

体
の
代
表
印
を
保
管
し
て
き

た
事
を
含
め
、
不
祥
事
を
招

い
た
要
因
で
あ
る
と
深
く
反

省
し
て
い
る
。

　

再
発
防
止
計

画
書
が
結
果
と
し
て
浸
透
せ

ず
、
検
証
も
必
要
で
あ
り
、

抑
止
力
と
な
る
よ
う
再
度
構

築
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

研
修
は
職
責
ご
と
に
派
遣

し
受
講
し
て
い
る
。
職
場
内

研
修
も
講
師
を
招
い
て
実
施

し
て
い
る
。

　

懲
戒
処
分
に
つ
い
て
は
、

賞
罰
委
員
会
を
開
催
し
町
長

に
答
申
す
る
。

　

具
体
的
な
行

動
指
針
に
つ
い
て
は
、
再
発

防
止
委
員
会
を
開
き
、
対
策

を
講
じ
て
い
く
。
町
民
・
議

会
に
も
見
え
る
形
で
、
民
間

の
力
を
借
り
な
が
ら
抑
止
力

に
繋
が
る
具
体
的
な
行
動
指

針
を
改
め
て
策
定
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

本
人
が
不
祥
事
事

案
を
確
認
し
た
時
点
で
速
や

か
な
懲
戒
処
分
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

外
郭
団
体
の
構
成
員
に
も

書
類
や
帳
簿
を
見
せ
る
等
機

会
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
。　

処
分
は
事
務

事
業
の
精
査
を
し
た
上
で

や
っ
て
い
き
た
い
。

　

外
郭
団
体
の
役
員
に
も
年

に
１
回
で
も
目
を
通
し
て
も

ら
う
こ
と
を
徹
底
し
た
い
。

　

襟
を
正
し
て
、
更
な
る
具

体
的
な
行
動
指
針
を
何
と
か

構
築
し
て
い
き
た
い
。

地
元
で
就
職
す
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
き
っ
か
け
と
し
て

欲
し
い
と
考
え
る
が
。

　

技
術

的
な
分
野
、
介
護
等
の
個
人

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
研
修
等

も
実
施
し
な
が
ら
ミ
ス
マ
ッ

チ
を
出
来
る
だ
け
減
ら
す
取

り
組
み
を
し
て
い
る
。

　

全
中
学

２
年
生
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
推
進
の
た
め
職
場
体
験
を

全
員
実
施
し
て
い
る
。

　

役
場
全
体
の
組
織
が
職
場

風
土
、
職
員
の
管
理
、
監
督

等
に
つ
い
て
も
問
題
が
あ

る
。
町
民
に
対
す
る
信
頼
回

復
に
向
け
た
不
祥
事
防
止
対

策
を
早
急
に
改
め
て
作
成

し
、
行
動
計
画
を
町
民
に
示

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

４
月
に
再
発
防
止

計
画
書
を
策
定
し
、
不
祥
事

を
起
こ
さ
な
い
対
策
を
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

き
た
。
各
課
で
は
職
員
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、
月
に
１
か
ら
２
回
、
多

い
課
で
は
毎
週
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
業
務
の
確
認
等
を

実
施
し
て
き
た
。
し
か
し
結

果
と
し
て
不
祥
事
を
招
い
た

事
は
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た

と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
責
任

を
痛
感
し
て
い
る
。今
後
は
、

引
き
続
き
再
発
防
止
計
画
書

を
全
職
員
に
浸
透
さ
せ
る
事

は
勿
論
、
外
郭
団
体
の
経
理

も
再
発
防
止
委
員
会
で
協
議

し
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

抑
止
力
と
な
る
再
発
防
止
策

を
策
定
し
、
町
行
政
へ
の
信

頼
回
復
、
未
然
防
止
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

新
た
な
企
業
誘
致
や
企
業

等
に
よ
る
雇
用
促
進
の
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
と
、
今
後

の
対
策
は
。

　

新
た
な
戦
略
と
し
て
地
域

内
の
需
要
に
向
き
合
う
サ
ー

ビ
ス
業
が
重
要
と
考
え
る
。

医
療
、
福
祉
等
の
サ
ー
ビ
ス

事
業
は
今
後
拡
大
す
る
事
か

ら
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
雇

用
の
創
出
に
つ
い
て
の
考
え

方
は
。　

誘
致
を
希
望
す
る

企
業
に
対
し
土
地
の
斡
旋
等

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
平
成
24
年
に
独
自
制
度

と
し
て
企
業
立
地
の
促
進
及

び
雇
用
の
奨
励
に
関
す
る
条

例
を
制
定
し
、
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
。
今
後
も
こ
の
制

度
の
周
知
を
図
り
、
新
た
に

企
業
立
地
と
雇
用
機
会
の
創

出
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

地
域
内
需
要
に
向
き
合
う

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
育
成
に
つ

い
て
、
町
内
の
動
向
を
的
確

に
見
極
め
、
新
た
な
企
業
や

創
業
の
支
援
策
の
検
討
等
、

環
境
整
備
に
努
め
て
い
き
た

い
。　

テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
導

入
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
中
学
生
の
地
元
企
業

の
職
場
体
験
機
会
を
作
り
、

町
長

再産
業
振
興
課
長

総
務
課
長

副
町
長

再
再

副
町
長

町
長

再

産
業
振
興
課
長

学
校
教
育
課
長

江差北中学校 2 年生の職場体験学習のようす
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民
に
よ
る
町
づ
く
り
活
動
を

展
開
と
あ
る
が
、
住
民
と
ど

う
活
動
し
て
い
く
の
か
。

　

来
年
度
、
庁
舎
内

の
横
断
的
な
組
織
と
し
て
推

進
本
部
を
立
ち
上
げ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
官
民
一
体
と
な
っ
た

運
営
組
織
と
し
て
町
内
の
諸

団
体
に
呼
び
掛
け
、仮
称「
江

差
町
日
本
で
最
も
美
し
い
村

づ
く
り
協
議
会
」
を
立
ち
上

げ
、
運
動
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。
官
民
一
体
と
な
っ
て

道
路
河
川
の
清
掃
や
ご
み
の

清
掃
運
動
、
公
園
花
壇
の
整

備
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。　

い
に
し
え
街
道
に
寄

贈
さ
れ
た
蔵
が
あ
り
、
調
査

が
春
に
終
わ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
。

　

姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
で
来

年
は
新
幹
線
の
影
響
や
、
祭

り
の
日
が
山
の
日
で
祝
日
に

な
り
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が

来
町
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
公
衆
ト
イ
レ
が
少
な

く
、
町
が
設
置
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

　

姥
神
土

蔵
の
４
棟
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
構
造
調
査
を
実
施
し
、

一
定
程
度
の
修
復
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
、
利
活

用
に
つ
い
て
ま
ず
内
部
で
協

議
し
、
町
と
し
て
の
方
向
性

を
示
し
な
が
ら
関
係
団
体
、

地
域
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

姥
神
大

神
宮
渡
御
祭
で
は
町
で
設
置

し
て
い
る
ト
イ
レ
も
あ
る
が

数
が
少
な
い
。
来
年
度
は
観

光
客
の
利
便
性
等
を
考
え
、

町
で
設
置
す
べ
く
予
算
要
求

し
て
い
き
た
い
。

　

町
内
に
は
病
院
が
２
箇

所
、
診
療
所
が
３
箇
所
あ
る

が
、
現
在
１
箇
所
休
診
し
て

い
る
。
北
海
道
で
は
管
内
受

診
率
を
高
め
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
南
檜
山
は
管
内
受
診

率
が
低
く
、
受
診
の
一
部
に

制
約
を
受
け
て
い
る
が
、
町

で
は
ど
う
認
識
し
、
対
応
し

て
い
る
か
。

　

一
次
医
療
機
関
と

セ
ン
タ
ー
病
院
で
あ
る
道
立

江
差
病
院
が
連
携
し
住
民
の

安
心
安
全
の
確
保
に
努
め
て

い
る
が
、
診
療
科
目
に
よ
っ

て
、
毎
日
診
療
し
て
い
な
い

科
や
原
則
予
約
制
と
な
っ
て

い
る
科
も
あ
る
。
ま
た
送
迎

バ
ス
が
あ
る
事
か
ら
、
渡
島

管
内
の
医
療
機
関
に
受
診
し

て
い
る
方
も
い
る
。
受
診
し

や
す
い
診
療
体
制
の
充
実
に

関
し
、
道
に
要
請
し
、
札
医

大
に
対
し
て
も
医
師
派
遣
等

に
つ
い
て
要
請
行
動
を
行
っ

て
い
る
。
地
域
医
療
の
充
実

は
安
心
し
て
生
活
を
続
け
て

い
く
た
め
に
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
今
後
は
一
部
制
約
を

受
け
て
い
る
点
も
踏
ま
え
、

道
や
札
医
大
に
対
し
更
な
る

要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

　

江
差
町
で
は
管
内
受

診
率
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
あ
る

の
か
。
ま
た
、
管
内
受
診
率

は
目
標
が
あ
る
の
か
。

　

管
内
受

診
率
は
、
医
療
、
入
院
、
外

来
と
も
に
お
お
よ
そ
７
割
の

受
診
率
と
な
っ
て
い
る
。

　

目
標
は
高
け
れ
ば
高
い
ほ

ど
良
い
と
い
う
事
に
な
る

が
、
道
内
21
の
二
次
医
療
圏

が
あ
る
が
、
南
檜
山
に
お
い

て
は
下
か
ら
５
番
目
で
、
低

い
と
こ
ろ
で
は
北
空
知
や
宗

谷
、
日
高
、
留
萌
が
、
南
檜

山
よ
り
も
低
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

　

低
い
理
由
は
、
管

内
で
診
療
出
来
な
い
科
目
が

多
い
と
い
う
こ
と
か
。

　

細
か
い

分
析
は
な
か
な
か
出
来
て
い

な
い
現
状
に
あ
る
。
国
保
の

レ
セ
プ
ト
等
か
ら
調
べ
た
現

状
で
は
送
迎
バ
ス
が
出
て
い

る
科
や
、
毎
日
診
療
し
て
い

な
い
科
目
は
、
管
外
診
療
を

求
め
て
出
て
い
る
事
が
多
い

傾
向
に
あ
る
。

　

連
合
の
加
盟
が
承
認
さ

れ
、
登
録
さ
れ
た
地
域
資
源

と
し
て
、
い
に
し
え
街
道
、

江
差
追
分
、
姥
神
大
神
宮
渡

御
祭
と
な
っ
て
お
り
、
現
地

審
査
員
の
講
評
の
中
で
、
江

差
追
分
で
は
新
た
な
フ
ァ
ン

作
り
や
若
い
世
代
の
参
加
が

課
題
、
い
に
し
え
街
道
で
は

見
せ
る
観
光
か
ら
通
年
型
や

滞
在
型
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

転
換
な
ど
の
助
言
を
受
け
て

い
る
。
今
後
、
各
団
体
と
、

ど
う
連
携
し
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

　

ま
た
活
動
目
的
に
あ
る
住

萩
原　

徹  

議
員
（
無
会
派
）

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
に
つ
い
て
」

「
病
院
に
つ
い
て
」

（
左
）
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
に

登
録
さ
れ
た
地
域
資
源
の
ひ
と
つ
、

姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
。
姥
神
大
神
宮

に
向
か
っ
て
右
側
に
仮
説
ト
イ
レ
が

設
置
さ
れ
て
い
る
（
新
栄
山
左
奥
）。

（
右
）
姥
神
土
蔵
調
査
設
計
業
務
委
託

事
業
で
行
わ
れ
た
土
蔵
の
地
質
調
査

の
よ
う
す
。
土
蔵
４
棟
に
つ
い
て
各

種
調
査
が
行
わ
れ
た
。

町
長

再建
設
水
道
課
長

追
分
観
光
課
長

町
長

健
康
推
進
課
長

再再
再健

康
推
進
課
長
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
活

用
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
創
設

の
働
き
掛
け
や
支
援
の
必
要

性
等
も
併
せ
、
内
部
検
討
課

題
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

活
動
出
来
る
の
か
非
常
に
疑

問
。
現
状
で
は
何
も
進
ま
な

い
の
で
は
な
い
か
。
具
体
的

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

再
来
年

の
３
月
に
向
け
て
ど
う
い
う

事
を
具
体
的
に
進
め
る
べ
き

か
を
整
理
し
て
い
る
状
況
。

少
し
手
が
け
て
い
る
部
分

は
、
介
護
予
防
事
業
に
要
支

援
の
方
の
受
け
入
れ
を
少
し

ず
つ
始
め
、
地
域
で
の
サ
ロ

ン
作
り
に
向
け
て
５
箇
所
で

行
っ
て
い
た
介
護
予
防
事
業

を
、
実
施
箇
所
を
増
や
し
て

今
年
度
進
め
て
い
る
状
況
に

あ
る
。

　

発
達
障
が
い
と
は
、
発
達

障
が
い
者
支
援
法
に
は
自
閉

症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候

群
等
の
脳
機
能
の
障
が
い
で

あ
っ
て
そ
の
症
状
が
通
常
低

年
齢
に
お
い
て
発
現
す
る
も

の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も

の
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　

町
の
現
状
と
課
題
、
こ
れ

か
ら
の
対
策
は
。

　

上
ノ
国
町
子
ど
も
療
育
セ

ン
タ
ー
を
利
用
で
き
な
い
子

ど
も
の
数
は
把
握
し
て
い
る

か
。
セ
ン
タ
ー
の
分
室
等
を

江
光
ビ
ル
跡
地
活
用
の
施
設

で
検
討
で
き
な
い
か
。

　

理
解
を
深
め
る
た
め
啓
発

等
の
取
り
組
み
を
し
て
い
く

べ
き
で
は
。

　

町
で
は
乳
幼
児
の

成
長
発
達
段
階
の
確
認
等
の

た
め
乳
幼
児
健
診
を
行
っ
て

い
る
。
総
合
的
な
保
健
指
導

を
実
施
し
、
継
続
的
な
支

援
が
必
要
な
言
語
発
達
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
面
で
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利

用
は
増
加
し
て
お
り
、
支
援

が
必
要
な
子
ど
も
が
増
え
て

い
る
。
利
用
し
て
い
る
子
ど

も
は
22
人
。

　

町
内
で
の
支
援
セ
ン
タ
ー

の
開
設
は
、
場
所
の
み
で
な

く
職
員
体
制
を
整
え
る
等
ク

リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
が
多
い
。

　

振
興
局
に
あ
る
障
が
い
者

が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
委
員
会
が
企
画
す
る
地
域

へ
の
障
が
い
者
へ
の
理
解
を

目
的
と
し
た
事
業
に
対
し
て

周
知
活
動
の
協
力
を
行
っ
て

い
る
。

　

年
々
特
別
支

援
を
要
す
る
児
童
生
徒
は
増

加
傾
向
に
あ
る
。
各
学
校
に

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
具
体
的
な
手
立

て
を
検
討
し
支
援
し
て
い

る
。
今
後
は
教
職
員
が
発
達

障
が
い
に
正
し
い
理
解
、
知

識
を
習
得
し
、
児
童
生
徒
へ

の
適
切
な
指
導
が
行
え
る
よ

う
各
種
研
修
会
の
参
加
等
に

つ
い
て
、
努
力
し
て
い
き
た

い
。　

ひ
や
ま
Ｓ
ｈｏ
ｗ
が
い

ウ
ィ
ー
ク
の
イ
ベ
ン
ト
を
役

場
庁
舎
で
も
で
き
な
い
か
。

　

発
達
障
が
い
の
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
印
象
を
変
え
る
取
り
組

み
は
。

　

来
年
度

以
降
の
活
動
の
た
め
意
見
と

し
て
参
考
に
す
る
。

　

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ

の
一
掃
に
つ
い
て
は
、
内
部

で
協
議
し
取
り
進
め
た
い
。

　

要
支
援
１
、２
の
方
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
等
が
介
護
保
険

か
ら
外
さ
れ
、
町
が
責
任
を

負
う
サ
ー
ビ
ス
に
置
き
換
え

ら
れ
る
。
平
成
29
年
度
か
ら

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事

業
主
体
の
受
け
皿
整
備
は
。

　

各
種
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
町
の
支

援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

29
年
４
月
に
向
け

て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
事

業
内
容
、
既
存
事
業
の
移
行

に
向
け
て
内
部
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
移
行
に
伴
い
、
要

支
援
認
定
者
が
利
用
し
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
分
析

や
、
各
町
内
会
等
と
の
意
見

交
換
会
を
通
じ
て
把
握
し
た

状
況
等
か
ら
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
等
を
内
部
検
討
し
て
い

る
。
今
後
は
介
護
給
付
と
公

的
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
要
支

援
者
を
支
え
て
い
く
事
は
難

し
い
状
況
に
な
る
た
め
、
既

存
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
や

小
林
く
に
こ  

議
員
（
日
本
共
産
党
）

「
高
齢
者
の
福
祉
対
策
に
つ
い
て
」
「
子
ど
も
の
発
達
障
が
い
に
対
す
る

支
援
施
策
に
つ
い
て
」

町
長

再健
康
推
進
課
長

町
長

教
育
長

再健
康
推
進
課
長

９月７日から行われたひやま show がい
ウィーク 2015。障がい者就労支援事業所の
展示・販売の他、発達障がいをテーマにした
講演会が行われた。

（写真提供：檜山振興局社会福祉課）
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西
海
谷　

望  

議
員
（
無
会
派
）

「
第
５
次
江
差
町
総
合
計
画
に
つ
い
て
」

「
新
幹
線
開
業
後
の

  

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
」

ヘ
リ
の
運
航
、
さ
ら
に
18
歳

ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化

や
、
江
差
中
学
校
の
改
築
整

備
等
、
子
育
て
環
境
の
充
実

と
一
定
程
度
次
の
段
階
に

向
け
た
基
盤
整
備
を
確
実

に
進
め
て
き
た
。

　

後
期
５
年
間
の
計
画
は
、

前
期
５
年
間
の
各
施
策
の

検
証
と
総
括
、
特
に
現
在
策

定
中
の
江
差
町
総
合
戦
略

や
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
の
整

合
性
を
保
ち
、
ま
た
財
政
状

況
等
を
勘
案
し
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
取

り
こ
ぼ
し
の
無
い
計
画
の

管
理
及
び
推
進
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　

新
幹
線
開
業
に
伴
い

観
光
振
興
に
つ
い
て
積
極

的
な
施
策
で
総
合
計
画
を

見
直
す
こ
と
に
期
待
し
た

い
。
後
期
５
年
間
の
具
体
的

な
施
策
は
あ
る
か
。

　

総
合
戦

略
あ
る
い
は
後
期
の
総
合

計
画
、
町
長
の
所
信
表
明
の

進
捗
管
理
、
こ
れ
ら
を
総
合

的
に
踏
ま
え
落
と
し
の
無

い
予
算
編
成
作
業
に
努
め

た
い
。

　

３
月
26
日
に
開
業
す
る
北

海
道
新
幹
線
に
あ
た
り
多
く

の
観
光
客
が
観
光
や
ビ
ジ

ネ
ス
で
訪
れ
る
。
早
急
な
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が
必

要
。
ま
た
、
奥
尻
へ
の
交
通

拠
点
と
な
る
江
差
町
の
役
割

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
各
市
町
村
、
各

交
通
機
関
等
と
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
を
協
議
し
て
い

る
か
。

　

フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る

が
、
施
設
の
外
観
整
備
と
ト

イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

は
。
待
合
室
及
び
駐
車
場
対

策
は
。　

現
在
、
函
館
バ
ス

と
新
幹
線
の
ダ
イ
ヤ
発
表
後

に
バ
ス
路
線
の
ダ
イ
ヤ
改
正

を
行
う
協
議
を
し
て
い
る
。

木
古
内
江
差
間
の
Ｊ
Ｒ
江
差

線
代
替
バ
ス
の
内
、
上
下
各

１
本
を
、
新
幹
線
開
業
日
か

ら
開
陽
丸
を
経
由
す
る
よ
う

要
望
を
行
い
調
整
し
て
い

る
。
加
え
て
新
函
館
北
斗
駅

経
由
の
運
行
を
バ
ス
事
業
所

で
検
討
中
。
更
に
新
幹
線
木

古
内
駅
活
用
推
進
協
議
会
で

は
、
平
成
26
年
度
か
ら
実
証

実
験
を
行
っ
て
い
る
江
差
松

前
千
年
北
海
道
手
形
定
期
観

光
バ
ス
の
継
続
的
な
運
行
を

予
定
し
て
い
る
。
加
え
て
新

函
館
北
斗
駅
及
び
木
古
内
駅

周
辺
に
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
者

の
出
店
が
決
ま
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い

強
く
要
請
し
て
い
き
た
い
。

　

今
後
奥
尻
島
へ
の
観
光
を

目
的
と
し
て
訪
れ
る
観
光
客

も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
フ
ェ
リ
ー
と

協
議
連
携
し
、
現
状
の
便
数

の
確
保
、
ま
た
新
幹
線
ダ
イ

ヤ
と
リ
ン
ク
し
た
乗
船
時
刻

の
変
更
が
可
能
か
ど
う
か
な

ど
様
々
な
観
点
か
ら
江
差

町
、
せ
た
な
町
、
奥
尻
町
と

連
携
し
て
い
き
た
い
。

　

フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

は
、
老
朽
化
し
腐
食
や
破
損

し
て
い
る
設
備
に
つ
い
て
は

速
や
か
に
修
繕
を
し
て
い
き

た
い
。
ト
イ
レ
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し

く
、
観
光
施
設
も
含
め
町
有

施
設
全
体
の
ト
イ
レ
に
つ
い

て
優
先
度
を
精
査
し
な
が
ら

改
修
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。待
合
室
の
収
容
人
員
は
、

現
在
の
施
設
の
状
況
で
は
抜

本
的
な
対
策
を
講
じ
る
事
が

非
常
に
困
難
で
あ
り
、
将
来

的
に
建
替
え
を
す
る
時
に
拡

張
を
検
討
し
た
い
。
駐
車
場

は
今
後
、
利
用
客
の
増
加
を

視
野
に
入
れ
た
駐
車
場
の
利

用
方
法
の
整
理
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
フ
ェ
リ
ー
会
社

や
奥
尻
町
と
も
早
急
に
協
議

を
行
い
、
一
般
観
光
客
の
利

便
性
の
向
上
に
努
め
た
い
。

　

駐
車
場
の
有
料
化
も

し
く
は
契
約
駐
車
等
の
考
え

方
は
。

　

有
料
で

の
駐
車
場
の
管
理
も
含
め
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
フ
ェ
リ
ー
会
社
、
奥

尻
町
と
協
議
し
、
早
急
に
利

用
し
や
す
い
駐
車
場
を
目
指

し
た
い
。

　

現
在
ま
で
の
総
合
計
画
の

執
行
状
況
は
ど
の
よ
う
に
評

価
、
検
証
、
確
認
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　

後
期
５
年
の
見
直
し
計
画

の
策
定
審
議
会
等
の
再
検
討

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

か
。

　

平
成
23
年
度
か
ら

32
年
度
ま
で
の
計
画
期
間
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
間
、
実

施
計
画
に
よ
る
ロ
ー
リ
ン
グ

作
業
や
各
年
度
の
予
算
編

成
、
決
算
を
通
じ
た
事
務
事

業
の
見
直
し
な
ど
を
踏
ま
え

一
次
産
業
の
進
行
を
図
る
た

め
の
生
産
基
盤
の
整
備
や
農

水
産
物
の
高
付
加
価
値
化
の

取
り
組
み
、
安
心
安
全
な
暮

ら
し
の
確
保
の
た
め
の
防
災

資
機
材
の
整
備
や
ド
ク
タ
ー

（上）フェリー乗り場（港湾センター）外観
（下）フェリー乗り場内の待合所。建物全体
が老朽化し、改修が必要な状況となってい
る。

町
長

再ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

町
長

再産
業
振
興
課
長
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「
交
流
の
場
づ
く
り
に
つ
い
て
」

小
梅　

洋
子  

議
員
（
無
会
派
）

「
見
守
り
・
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」

た
め
緊
急
に
救
護
を
必
要
と

す
る
場
合
、
緊
急
ボ
タ
ン
を

押
す
事
で
江
差
消
防
署
に
通

報
さ
れ
、
速
や
か
な
救
護
を

行
う
。
現
在
57
台
設
置
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
町
内
に
は
道
営
シ

ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
が
15

戸
、
町
営
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ

ン
グ
が
9
戸
あ
り
、
入
居
者

の
安
否
確
認
や
生
活
相
談
を

行
う
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
配
置
す
る
と
共

に
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
て
い
る
。
緊
急
時
の
迅

速
な
対
応
を
行
う
と
い
う
シ

ス
テ
ム
の
機
能
は
、
ど
ち
ら

も
変
わ
り
な
い
が
、
シ
ル

バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
は
一
括
的

な
管
理
が
可
能
な
た
め
、
施

設
に
配
置
さ
れ
て
い
る
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
中
心
に
安
否
確
認
や
生
活

相
談
な
ど
の
支
援
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

一
方
、
高
齢
者
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
は
、
町
民
福
祉
課

で
利
用
者
の
把
握
を
行
っ
て

い
る
が
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
町
社
会
福
祉
協
議

会
等
と
の
情
報
共
有
が
不
足

し
て
お
り
、
よ
り
包
括
的
な

支
援
が
必
要
な
ケ
ー
ス
に
つ

い
て
は
地
域
ケ
ア
会
議
の
活

用
を
図
る
な
ど
情
報
の
共
有

を
進
め
て
い
く
。

　

シ
ス
テ
ム
台
帳
の
更
新
等

に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
登
録
台
帳
を

整
備
し
、運
営
管
理
を
行
い
、

異
動
が
発
生
し
た
場
合
は
適

時
台
帳
の
更
新
を
行
っ
て
い

る
。
協
力
員
や
連
絡
員
は
、

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

民
生
委
員
や
町
内
会
の
協
力

を
頂
き
な
が
ら
、
支
援
体
制

の
充
実
に
努
め
る
。

　

役
場
の
２
階
か
ら
３
階
に

か
け
て
の
談
話
ル
ー
ム
等
、

周
知
し
て
使
用
で
き
な
い

か
。

　

町
会
所
に
つ
い
て
、
調
理

機
能
等
が
あ
れ
ば
多
目
的
に

利
用
で
き
る
。
幅
広
く
利
用

で
き
る
よ
う
、
機
能
ア
ッ
プ

の
考
え
は
。

　

役
場
庁
舎
２
階
か

ら
３
階
に
あ
る
ス
ペ
ー
ス
の

活
用
に
つ
い
て
、
現
在
は
介

護
に
携
わ
る
方
々
と
の
交
流

の
場
で
あ
る
ケ
ア
カ
フ
ェ
の

開
催
や
、
少
人
数
で
の
打
合

せ
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
。
休
憩
す
る
場
や
歓
談

す
る
場
と
し
て
活
用
し
て
頂

き
た
い
。
た
だ
し
、
勤
務
時

間
外
や
休
日
は
、
管
理
上
、

好
ま
し
く
な
い
事
を
ご
理
解

頂
き
た
い
。

　

町
会
所
は
、
観
光
客
の
無

料
休
憩
所
と
し
て
の
役
割
の

他
、
中
歌
町
内
会
の
集
会

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
年
間
を
通

し
て
多
く
の
団
体
が
、
様
々

な
使
用
目
的
で
活
用
し
て
い

る
。調
理
器
具
等
の
整
備
は
、

今
後
こ
れ
ら
の
利
用
団
体
等

の
意
向
、
人
数
、
利
用
形
態

を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

将
来
、
暮
ら
し
の
保

健
室
の
よ
う
な
相
談
で
き
る

よ
う
な
場
所
が
あ
る
と
い
い

の
で
は
。

　

町
民
が
立
ち
寄
る
こ
と

で
、
見
ら
れ
て
い
る
意
識
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
職
員
の

意
識
も
変
わ
る
の
で
は
。

　

役
場
庁
舎
の

ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
休

憩
す
る
場
、
歓
談
す
る
場
と

し
て
自
由
に
立
ち
寄
っ
て
頂

き
た
い
と
い
う
一
方
で
、
勤

務
時
間
外
、
そ
れ
か
ら
土
曜

日
、
日
曜
日
、
祝
祭
日
に
つ

い
て
は
庁
舎
管
理
上
、
好
ま

し
く
な
い
と
い
う
事
も
含

め
、
い
つ
で
も
自
由
に
と
は

な
ら
な
い
も
の
の
、
周
知
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
土
日
の

取
り
扱
い
や
、
勤
務
時
間
内

で
あ
れ
ば
自
由
に
、
と
い
う

こ
と
を
含
め
、
内
部
協
議
し

た
い
。

　

町
民
福
祉
課
対
応
と
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
対
応
が
あ
る

が
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る

の
か
。

　

登
録
者
等
の
台
帳
整
備
、

点
検
、
更
新
等
は
き
ち
ん
と

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

１
人
暮
ら
し
の
65

歳
以
上
の
高
齢
者
や
、
体
に

障
が
い
が
あ
り
日
常
生
活
上

注
意
を
要
す
る
方
な
ど
に
対

し
申
請
に
基
づ
き
高
齢
者
等

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
設
置

し
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
家
庭
内
で
急
病
や
事
故
の

役場２階から３階にある町民談話ホール

（
左
）
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
に
貸

し
出
す
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
。
非
常
ボ

タ
ン
を
押
す
と
消
防
署
に
、
相
談
ボ
タ

ン
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
な
が
る
。

（
右
）
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
設
置

し
て
い
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
。
非
常

ボ
タ
ン
は
消
防
署
に
、
相
談
ボ
タ
ン
は
、

町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
直
接
つ
な
が

る
。

町
長

町
長

再総
務
課
長
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12 月定例会　一般質問

平成 27 年５月 16 日に行われた、ノースヒバプロジェクト
2015 檜山の森づくり植樹祭 in えさし～北限のヒバ山の復活を目
指して～。さまざまな団体や職種の人たちが集まって植樹を行った。

「
町
職
員
・
教
員
の
労
働
に
つ
い
て
」

け
、
現
在
商
店
街
に
て
今
後

の
拠
点
施
設
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏

ま
え
方
針
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

全
部
商
工
会
に
丸
投

げ
か
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
っ
き
り
答
え
る
べ
き
。

　

法
華
寺
通
り
は
結
果
的

に
後
に
な
る
の
か
。

　

商
工
会

は
事
業
に
向
け
て
鋭
意
議

論
し
て
い
る
最
中
で
あ
り
、

28
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
目

指
し
な
が
ら
も
条
件
が
整

わ
な
け
れ
ば
29
年
度
の
採

択
に
向
け
て
議
論
を
加
速

さ
せ
る
。
こ
れ
ま
で
も
議
論

を
重
ね
て
き
て
お
り
、
商
工

会
に
丸
投
げ
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
商
工
会
と
一
体

と
な
っ
て
上
町
の
再
生
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

法
華
寺
通
り
商
店
街
は

議
論
が
止
ま
っ
た
認
識
は

し
て
い
な
い
。
引
き
続
き
議

論
を
進
め
る
。

　

江
光
ビ
ル
跡
地
整

備
に
つ
い
て
、
高
齢
者
や
子

育
て
問
題
を
取
り
込
め
る

事
業
だ
と
思
う
が
。

　

ト
ー
タ
ル
と

し
て
、
整
理
整
頓
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
で
、

山
車
の
保
存
、
巡
行
に
何
ら

か
の
支
援
が
必
要
で
は
。

　

連
合
の
助
言
と
し
て
、
町

民
の
森
の
活
用
方
法
、
い
に

し
え
街
道
の
観
光
の
転
換
等

を
ど
う
考
え
る
か
。

　

美
し
い
と
い
う
点
で
、
街

路
樹
整
備
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
等
、
町
内
会
等
と
連
携
す

る
等
、
ど
う
考
え
る
か
。

　

山
車
巡
行
等
に
つ

い
て
、
実
行
委
員
会
に
助
成

を
行
っ
て
お
り
、
来
年
度
は

仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
費
用
の

助
成
を
検
討
し
て
い
る
。
人

的
確
保
は
町
外
の
学
生
等
に

積
極
的
に
呼
び
掛
け
を
し
、

受
け
入
れ
体
制
の
整
備
を
検

討
し
た
い
。

　

町
民
の
森
は
ヒ
ノ
キ
ア
ス

ナ
ロ
の
植
樹
活
動
等
高
く
評

価
さ
れ
、
有
効
活
用
を
考

え
て
い
き
た
い
。
い
に
し
え

街
道
は
イ
ベ
ン
ト
型
か
ら
通

年
型
へ
の
変
更
が
急
務
で
あ

り
、
外
国
人
観
光
客
の
集
客

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
。

　

住
民
と
協
働
で
の
運
動
展

開
に
つ
い
て
協
議
会
を
組
織

し
、
着
実
に
実
行
し
て
い
く

体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
山
車
が

ど
う
い
う
努
力
を
し
て
人
を

呼
ん
で
い
る
か
等
押
さ
え
て

い
る
か
。

　

山
車

ご
と
に
努
力
を
し
て
い
る
。

ど
の
位
足
り
な
い
の
か
把
握

し
て
い
な
い
。
人
的
な
参
加

要
請
等
、
来
年
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　

江
光
ビ
ル
跡
地
も
含
め
た

中
心
市
街
地
の
問
題
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
か
。

　

高
齢
者
等
の
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
も
利
用
可
能
な
施

設
を
提
案
し
た
い
が
町
長
の

見
解
は
。

　

法
華
寺
通
り
商
店
街
の
整

備
手
法
の
再
検
討
等
、
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

旧
江
光
ビ
ル
跡

地
の
利
活
用
策
は
、
江
差
商

工
会
が
検
討
を
行
っ
て
お

り
、
計
画
が
延
び
て
い
る
報

告
は
受
け
て
い
な
い
。
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
商
工

会
と
情
報
の
共
有
を
図
り
、

適
切
に
対
処
し
て
い
き
た

い
。
旧
江
光
ビ
ル
跡
地
の
提

案
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
が

実
施
し
た
報
告
書
を
ベ
ー
ス

に
検
討
し
て
い
る
。

　

法
華
寺
通
り
商
店
街
で
当

初
予
定
し
て
い
た
フ
ァ
サ
ー

ド
に
よ
る
街
区
の
整
備
が
平

成
27
年
度
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
削
除
さ
れ
た
こ
と
を
受

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合

　
　
　
　
　
　

  

加
盟
に
つ
い
て
」

小
野
寺  

真  

議
員
（
日
本
共
産
党
）

「
江
差
町
中
心
市
街
地

　
　

商
業
活
性
化
事
業
に
つ
い
て
」

　

労
働
安
全
衛
生
法
に
お
け

る
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　

学
校
現
場
に
お
け
る
業
務

改
善
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会

と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
は
健
康
状
態
を
調
べ
る
検

査
で
あ
り
、
50
人
以
上
の
事

業
所
に
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
来
年
11
月
末
ま
で
に
、

財
政
協
議
も
行
い
な
が
ら
実

施
し
て
い
き
た
い
。

　

町
内
の
学
校

は
50
人
未
満
の
た
め
実
施
の

義
務
は
無
い
が
、
実
施
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に

学
校
現
場
で
教
職
員
が
子
ど

も
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保

が
足
り
る
よ
う
支
援
が
図
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

今
後
も
、
学
校
現
場
の
業
務

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を

一
層
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

の
準
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

　

心
身
共
に
健
康
で
や
っ
て

い
く
た
め
に
、
教
育
現
場
だ

か
ら
や
れ
る
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

安
全
衛
生
委

員
会
で
報
告
し
、
実
施
し
て

い
く
。
よ
り
良
い
職
場
環
境

作
り
を
し
て
い
き
た
い
。

　

学
校
職

員
の
実
態
は
定
時
に
帰
る
こ

と
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

管
理
職
等
に
は
職
員
の
健
康

管
理
を
意
識
し
な
が
ら
声
掛

け
を
す
る
よ
う
促
し
て
い

る
。

法華寺通り商店街

町
長

再再
再副

町
長

町
長

再

追
分
観
光
課
長

町
長教

育
長

再

総
務
課
長

学
校
教
育
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
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社会文教常任委員会『公園の有効活用に関する事務調査』
　社会文教常任委員会（室井正行委員長）は、平成 27 年第
３回定例会で事務調査をおこし、３回会議を開催し、担当課
の説明を求めるとともに、逆川森林公園、柳崎児童館前広場、
えぞだて公園、九艘川公園、松の岱公園、茂尻児童公園の現
地視察を行い、調査をした結果について次のとおり意見を付
して報告する。

＜はじめに＞
　江差町内には鴎島道立自然公園、逆川森林公園、江差町都
市公園条例に基づく江差町運動公園の他、４つの公園が設置
されている。
　公園の定義は、町民が快適な潤いや緑の環境を享受できる
場、スポーツ・レクリェーションを楽しみ、自然や緑を保全
する等の目的を有し、入園料は徴収せず、広く一般に開放さ
れ、誰でも自由に利用できるとされている。
　近年は災害時の避難場所や、子育て支援環境づくり等の機
能を有する施設として、用途の多様化や整備の必要性が求め
られ、都市部では公園が増えている状況がある。保育園や学
校、公営住宅用地内、町内会に有する遊具の利用状況の実態、
必要性、整備のあり方と合わせ、社会環境の変化に対応可能
な施設として計画的な整備方針の立案を望むものである。
　また、現地調査の結果、老朽化の他、全く機能されていな
い遊具や、環境衛生、景観上著しく不適切な施設が多数見ら
れ、遊具の増設・修繕のみならず、総体的な早期抜本的対策
を強く望むものである。
　以下、公園について、具体的な改善策の提案と有効活用の
方向性を意見する。

１．逆川森林公園
　町内北部に位置し、針葉樹・広葉樹の森林構成は四季を享
受できる自然環境に恵まれた地域である。また、農業用ダム
の水辺を有する景観・環境は、訪れた町民の心を癒す空間構
成がある。しかし、木製の遊具等の工作物は、全て経年劣化
が著しく利用できなくなっており、速やかな解体・撤去が急
務であり、自然環境を生かした公園として、必要最小限の施
設整備と環境保全が必要である。また、案内・誘導・周知看
板類・トイレ・給水設備周辺の排水対策とキャンプ利用に供
する諸設備の整備が必要である。なお、現存する焼却炉は、
法令の規定により使用できないため、速やかな解体・撤去を
行うこと。
２．茂尻児童公園
　町内市街地中心部に位置し、親子連れの姿をよく見かけ、
天気のいい日は子どもの遊び場として適した位置に有してい
ると考える。しかし、遊具不足、簡易休憩施設、緑化や四季
を享受できる花木類等が少ない等、児童公園としての機能が

乏しい現状にある。また、排水処理が課題となっており、早
期対策を行う必要がある。立地特性を生かした整備促進を図
ることにより、利用拡大と多機能を有する公園として整備計
画を早期に立案し、改善を図るべきである。花木類の植栽計
画にあたっては、町内会や各団体等と協議され、市街地中心
部の癒し空間として整備を図るべきと考える。
３．九艘川公園
　いにしえ街道沿いに隣接する小公園として、土蔵風トイレ、
水流設備、石垣積みの土留等は、小さなポケットパークとし
て貴重な存在であると考える。トイレ・水流設備は、町会所
での利用転換と維持管理、衛生、保安等の面から休止してい
るが、町内の公園に無い風情があり、貴重な存在と考える。
トイレの再利用はそのような理由から困難だが、樹木類の管
理と水流設備の再活用、九艘川の由来等の看板類の設置、誘
導案内看板等の設置を図ることにより、町民利用のみならず、
旧中村家、旧檜山爾志郡役所を訪れる観光客の小休憩場とし
て有効活用が期待される。大きな財源を伴う整備ではないの
で、早期検討・着手を図るべきである。
４．えぞだて公園
　旧関川家別荘と隣接する児童用遊具施設は、景観上異様に
見えるので創意工夫が必要である。遊具の増設を図る場合、
観光客から入館料を徴収する観光施設と、児童用遊具を隔離
する樹木類等の対策が必要と考える。また、庭園内の雑草の
撤去をボランティア活動で長年続けている方が現地調査時に
見られ、町はその善意に対し何らかの敬意を表するべきであ
る。さらに、公園標識看板が樹木に遮られ、見えていない。
早急な対応を図ること。
５．松の岱公園
　松の岱頂上付近に利用されていない児童用遊具設備がある
ことを多くの町民に理解されていない。遊具は老朽化し、撤
去・移設・再利用するためには相当額を要すると考える。遊
具は全て撤去し、つたやの沢からの散策路整備と合わせ、バー
ドウォッチングやハイキングのコースとして整備すべきであ
る。また、市街地に極めて近く、眺望、歴史遺産等が近辺に
有し、優れた景勝地と考える。頂上には給水用配水施設と墓
地があり、道路の維持管理と整備を適時行う必要がある。し
かし、近年熊の出没が多く、その対策と中長期的観点から全
体像の整備計画の策定を望むものである。
６．柳崎児童館前広場
　柳崎地区は若い世代の定住化が進んでおり、子どもたちの
遊び場の整備を促進する必要がある。児童館前は、通学する
児童のバス停にもなっており、遊具の増設と合わせ、雨対策
として待合所兼東屋的施設の整備を早急に図ること。子ども
たちが元気にはつらつと遊べる広場としての整備が急務であ
ることを町は認識すべきである。
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道産 間伐材使用

この用紙は、原材料の一部に
道産間伐材を使用しています

議会の動き
10月22日
◆社会文教常任委員会（出席5名）
　・公園の有効活用に関する事務調査
10月27日
◆社会文教常任委員会（出席5名）
　・公園の有効活用に関する事務調査
10月30日
◆議会運営委員会（出席5名）
　・第6回臨時会の運営について
◆第6回臨時会（出席11名、欠席1名）
◆全員協議会（出席10名、欠席2名）
　・江差町ほか２町学校給食組合の
　　　　　　　　　　厚沢部町の脱退について
　・檜山管内７町と東京都特別区との
　　　　　　　　　　　　　連携事業について
11月5日
◆総務産業常任委員会（出席6名）
　・新幹線を活用した産業振興に関する
　　　　　　　　　　　　　　　　　事務調査
11月10～11日
◆全国議長会議
11月17日
◆社会文教常任委員会（出席5名）
　・公園の有効活用に関する事務調査
11月27日
◆議会運営委員会（出席3名、欠席2名）
　・第4回定例会について
◆社会文教常任委員会（出席4名、欠席1名）
　・公園の有効活用に関する事務調査
12月4日
◆全員協議会（出席11名、欠席1名）
　・職員の不祥事について
12月8日
◆議会運営委員会（出席5名）
　・第4回定例会について
◆全員協議会（出席12名）
　・職員の不祥事について
　・ＪＲ江差駅跡地の町営住宅等の
　　　　　　　　　　　　　配置素案について
◆総務産業常任委員会（出席6名）
　・新幹線を活用した産業振興に関する
　　　　　　　　　　　　　　　　　事務調査
◆社会文教常任委員会（出席5名）
　・公園の有効活用に関する事務調査
12月15日
◆第4回定例会（出席12名）
12月18日
◆檜山議長会議
12月22日
◆檜山広域行政組合議会第3回定例会
◆江差町ほか２町学校給食組合議会全員協議会
1月15日
◆総務産業常任委員会（出席6名）
　・新幹線を活用した産業振興に関する
　　　　　　　　　　　　　　　　　事務調査
◆広報特別委員会（出席5名）
　・２月号議会だよりについて
1月19日
◆檜山議長会議
1月20日
◆渡島檜山町村議会議長研修会
1月21日
◆広報特別委員会（出席５名）
　・２月号議会だよりについて

議会だより 16

全員協議会を開催しました

打越東亜夫　議長

　永年にわたり町議会議員と
して地方自治の進展に寄与さ
れたほか、地域活動に積極的
に参画するなど地域の発展に
尽力され、受賞となりました。

　10 月 30 日、12 月４日及び 12 月８日に全員協議
会が行われました。
　その内容についてお知らせします。

江差町議会のホームページでは、各定例会等の会議録や
議会日程等を掲載していますので、ぜひご覧ください！

（http://www.hokkaido-esashi.jp/gikai/gikai.html）

北海道社会貢献賞（自治功労者）を受賞

・江差町ほか２町学校給食組合の厚沢部町の脱退について
　10 月 10 日付けで厚沢部町長から平成 29 年４月を
目途に、学校給食組合を脱退したい旨の要請書を受
け取った。
・檜山管内７町と東京都特別区との連携事業について
　地方創生先行型交付金を活用した３カ年の事業
で、地域資源のポテンシャルの基礎調査、或いはマ
ーケティング、物販、イベントに係る旅費等を盛り
込み、来年の３月までに事業の完了を求める。

10 月 30 日

・職員の不祥事について
　農業再生協議会事務局を担っていた産業振興課職
員が協議会の事務経費を私的に着服していたことが
11 月 24 日に発覚した。現時点で把握出来ているの
は約６５万円。今後、調査結果を早急に確定し、厳
正な処分、二度と起きないよう対策を徹底させたい。

12 月４日

・職員の不祥事について
　着服総額の現時点での総額は 659,100 円。本人の
担当する事務事業についても不適正事務が無いかど
うか調査、全容解明にはもう少し時間を要する。再
発防止対策について、再構築を図り、町行政への信
頼回復に全力で取り組む。
・ＪＲ江差駅跡地の町営住宅等の配置素案について
　円山第３団地建替基本計画検討案について、10 月
21 日にお示しした素案（第３案）を基本に考え、配
置素案を基に地元説明会（陣屋町・南が丘）を１月
中旬に開催する。

12 月８日


